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虎りし［］の岡本科闊技官

昭和 39年 3月

昭和 39什 4月

昭相 46 ::1: 3月

束白閃工大学農学部卒菜

束北陀文試験場勤務

悶文研完センター勤務

（出相 46り3月から昭和 51 {f 4月までスリランカ・
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編 者 こ ば

らは ンタ り， 故~岡本利 の遺稿の紀
.,, 

')'、-0 らはス

リラノカはもとより，熱：！］地域の柘打を実地に見たことがなく，平稿の瞥岬に ~:-'i って，間本技官の

意図と実験結果について適確に表坦することができたかどうかに，一抹の危濯を抱いているぐまだ

データを品にしてさらに陪析を進めることのてきなかったことをはなはた残念に思っている。

岡本技官は東皐農工大学農学部で柏物病理学を学ひ，昭和 39年 4月に

部閃業気般研究室にふ任した。嗣者らはその時の宇長と凡任研究員とである。彼は大学での専門と

異なる部門に配属されたことをはなはた遺憾としていた訊研完を共にするようにな-

の巾要性に関しを抱くようになり， 1'ト物の栽培にはその十地の気似を卜分に利用すべきこと，そ 0)

ための研究は如何にあるべきかに， 大きな興味を示した。熱麿 センターに転じ， スリラン

カで研冗をすることになったとき，彼はこ())観点から研究を企圃し，困難な研究条付の中で 5fj'()J 

長きにわたり研究を実施した。

この報告は，彼がスリランカを離れるとき，収りあえず同国政府に提出しだ である。

彼はこれらのデータを桔に，他の研究データを参考にして，本格的解析を進め， スリランカの稲竹

技術の発展に脊ほしようとしていた。その作文に取りかかる前に，彼は急逝した。追品の中には膨

大なデ・ータが残されているか， これを幣畔し， さらに解析を進めることは余人には極めて困難であ

り，彼を失ったことは熱悶稲イ1卜についての農業気候研究の進展にとって大きな拍失である。

ここに，閏本技官の意図(J)片鱗を棺罪して公表し， スリランカの稲作研究の文献として利用され

ることを望むものである Q

岡本利闘技官0)冥祖を祈りつつ。

1 9 7 9仕 2 月

羽生 寿 郎 （干菜大学園芸学部）

内 畠立郎 （農業技術研究所気象科）
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スリラ 力における水稲栽培の農業気象的研究

＊＊ 故岡本利高7' K.P. Alwis沃咲• P. Ponnampalavanar 
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スリランカはイント卯大陸の南端から南東へ約 10OKm の海峡を隔てた，由積約 65,600km2C北

の約 84%)の監国であり北緯 60から 9°501 O)熱誓［柑に付置してしヽる。

その気候の特徴は久鳴い）日変化，仕変化が少なく，年間を通しての大候の変化は熱昇｝収束間の動

静にんんされる。すなわぢ，北収束恐が南hにある 11 ~ 3月には北宋モンスーンが卓越し，中央

山地の北東似即に雨が多く，北収束恐か北方にある 5~9月には南内モンスーンが支配的となる

け鼠 1 9 6 4入 この向モンスーンと中央山地によって，スリランカは次の―．つの気候区に分け

られる。

① 湿潤地畠9

② 乾燥地：t; 

R 中間馳悶

このようなスリランカに，筆者（岡本）は 19 7 1年 3月に到和し， 197 6年 3月まで，周期的に

日本に連絡に仄る非常に短い旅行を除いて， ここで研究に従巾した。

に非常に重要な役割を演ずることはこうまでもない。気仮と作物の生ffとの閃係を解

析し， その知見を晶に農業牛党の実際場1釘に寄りすることは，農業気集学にとって極めて平要な使

命の一つである。閉文気候研究の重要かつ有用な分野の一つは，気象要糸とfl物との定量的・定性

的閲係から，農業気候条件や資源の最も経済的・効辛的使用を掟―~;·することであろう。

このような衿え}j は，筆者か東北農文試験場在任中， i~I 接，間接指母を受けた八柳 (1960),

伊達(、 19 6 3) , 羽生ら c1 9 6 2, 1 9 6 6a, b J , 内闊ら Cl9 6 4, 1 9 6 7)の栽培註阻Jj, 栽培¥'[.

地研完に叫われており，筆者はこれらの名えを拭に， スリランカの岳作に農業気仮学的観点から考

察を加え，同国0)稲仇改告に しようとした。

このため， 次のエなテーマについて計画し，実施した。

(11 スリランカの気候解析

(21 水稲牛育に圏する 的研究

第 1Cl_)課題は既存の気象データと，筆者 t:I身あるし＼はその指母の卜に観測されたテータに袖づく

沃 おかもと としたか 元熱帯農業研究センター

* * K. P. アルウス， P.ポンナンパラヴァナア， W.S. アレス 中央農業研究所（スリランカ）

~ 1 -



も される，3

第？豆）課題げ筆者か投叶し，忙I予念［月

るc

Bat 

nの結果はそ ではり]!b-アオとめらオ:たもい

m山
，
 

ー
~

~' i
／
り

-

j

 

キ
i

＇ 
9
!
J
 

を叶1L>,、としており，平文 Ill

る3地点わよ

’、]「1egala〉である e

さなし、

Mahd ~I l 

らオし

を名察『る (;jに白i甘てあるはかりて以(' ス］~ーノカ v)農又気1四囁完に有用なも又〕
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に報ゲ太 iLだ1+ni:は筆名個人 - ごオしたものでなく，

の努力の瓜叉て~あろ。その伺人かけ’，り外ー間を通して，他の人は
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、 解析

1 降雨状態

はじめに

スリ 力 な慧開地域ては、， 和汀Iにと,,,て最も＇F要な気候

ある 0 /]<、（））｛共給源は降由である 降1+1は気i闘に比へて9年々

が大き!,'。潅漑施設の幣備されてし｝なl,

用水の過不足とな/万て坦われ，屈作に大きな影響をりえる。

一般に

で，水稲

不足が調幣される。

は既存の降雨データを用いて， 次の項目について解析しtニ

と-脊者に｛一J:・1rをしだチーム

の仲間であっ

(1) 移植期による降H'l

2 日

(3) 1月1日な起点とする日刈

(4) 降雨の日出坦加

気象データ

スリランカ豆） 3 

畠

の変化

から Peradcmya 

点u よてJMaha-Ill uppal I ama ( 

叶豆
C
,
U
J
 

-
.
 

は温度や日射でなく，

カゞ ／人きしヽ はかりでなく！ 季節

では，降雨のこのよう は直ちに

栢竹は水が利用できさえすれば---,;ro)どの時期でも行うことができる（!＼

は降閲状態を考え合；/)せて設定され， さらに よって水0バ枠

以卜P点1, Kurunegala (中間地麿， K

M点）を選んだ。 P点は柏物園 K, M点は測候所

である。この研究で片］いたデークは次表の通りである。

~2 
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としてとり，そ l,ー）［］を

品種で 50日，中

防詰期や品柿に関倍ぢ〈およそ一定であるから，すべ

して

に分けた。

7 0日，長

登熟期間の

降悼j贔を介戸い(;J{直に） l ¥て闘出し，統計期間中の

カら少なし‘りへ累積頻度を求め，各30恋

叫って， ここに得られた 雨量は，

ある地点い）主る樗柏期で？ ある

甘］昌を，いすことになる

p
 

9
J
 

受ける

察

品柿ド-・ク｝！＇，て

日に対応する 3096U)

巾贔がそぃ値に写しいか， まだはそ O)j直を越えることが，過去I))出坦率からみて30%

で虎ることを示す。こ v)値を 30 ?6 

2 1日に移椅した

の期

［屑量は 2月21 

3りiご1I日）くらし,(よ其f]i与＇ごぎる 0 b図は

虎るいは 中に， ある確からしさで期

内畠を•第 ll , 1図にポす。例えば， a図の 2月21

した知期昂神が牛長期間 (50日）中に

とfl手ふことにする。換こすれは， P点で短期晶柿を 2月

そ豆）｝主に期間中に l2インチ以t()) i村が降ることは過 j~8 8什の

了｝＇ 

，り

るものてある。第 ll• 1図にはさらに，中

期品種と長期青心袖())5 0 

K, M噸に／）しではそいぞれ 50%

したが，その他の期待値は省略した。

のみを〉「した（第 Il•2, ll•3 図）。各地点とも，

. ・'年に 2つのピーク るの前の小さなヒークは YalaI車］，後の大きなヒークは Maha雨と

致する 第 n冬 4[o/lには，中間［兄柿の 50形

、以lは1店「H畠Ci)みを扱ったが，

ての同様0)討価州必要であるぐ3

(C: うしヽて， 3地点の比鮫を示した。

のためには蒸発，流出量を差引いた有効1翡量につい

" ~- 0 ~ 
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第 n• 5図に示すつこいは雨の年刊

囚） , p, K, 点ては 4月， 6月， l

を視

かりl

か,M点では 6月のピークがみられない。 M点の 6~8月と，

'4月のピ--クは Yala吋,J, 1 0月のピークは Maha雨に起囚

し＼降I、打祖度

。a, b図のような情報は もし

求め), 3地点の比較をした。また， 1 9 7 1-

線仔比較すると第 ll・6図のようになる c この曲線の勾配がゆる

は名し＼。 3 地直は 5·~9 月の間でそい正が人きしヽ。これは南r1甘モ

してしヽ る。

日率が少なし、ことから1肖よさわてしヽる。 2 

の玉定に役守つことになろう，オ

が叫瞭に現わわており， M点の降雨が極め

配され， M点の降雨が多くなる。 p, K点も

と対比して各年の特徴

察の結果はここでは

はM点で特に関し、 C図
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結果と苔察

スリ、フンカりぅ雨

日

観閲期間が短ガく？ 日
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南四モ

l 2月

い時間スケー）レの現蒙てぎ）｛しが,,))えに，特別な日文化型を示さないであろう。

ン刀~ iヽ rt1越する 5~8 月｛ご:, B汽

＼~、これらい紺湛~~［｛ご関する限り， .MahaflJ

モンス

ることは困難

要約

そ

降［「］は熱乳］毘輩にとっ

I 11 

Ii l 3 

豆）

による

を

対流性によるも

ンスーンが卓誠し

から佼'fに降1i])

しぃ。

ご◇

なると考えることか了'

を忍定するには十分てながったけれとも，およそ次のこ

に降！翡）か卓趙..だ。

モンスーン豆）交替刷と考えられ

に+として起こる（内量は少なし＼）ことは

て丙晨；八求負閲てある 0 そし＇）ださり降州状悲を 4項目；こっしヽて検討し

鼠り）変化

から公 1地l.i、(P, K, M点）を選こ,, 8 0 

(3 0, 5 0, 7 0, 9 0形）に相白する

ILL としては， c応種( 中期，

の出祝の存餌を月ここに集叶し、各月

モビンス、-ン

刈叩l, す瓜オヽ ぢ， l 0-~l 1月の対流性，

開］名こ(;〉 1か月データから指

データから，生育期間中の降雨

雨量を求めた。

の生長期間（移柏～出穂， 50,70 

およひ 100日）と登熟期閂（出杷～収穫， :3 5日）をとっだぐ

各熟期につし＼て移柏日

70およひ 9OQ6期待降雨凧の季節変化を求め

1r 
~
 ~

 

n
乙

~
 

(i)降雨日の日別出祝脊＇（気

もし出が規則化］に一日の特別な

を通して 10日おきに設定し，

るときは， それが

30, 50 

め. p, K、坑では年間三つのピーク， M点では三：っ

のヒー~ グを，忍めた。

I 11) 4月と 10~11月切めの降由は Yala叶1J:Ma加由に一蚊寸る。 6月のピークは中内モンスー

ンによるもいて， M点ては認められなか：ぅ fこ0

(iii)2月:))降「汀祖度は M点が最も高かぅだ。

-5~ 



(3) 1月 1日を起点とする日別

(i}平年の日別積算雨量曲線により 3地点の比較をした。

iii)5 ~9月の間でその差が最も大きく， これは南西七ンスーンに相当した。

(4) 降雨の日出現型

(i)P, B, M点に自叫雨量計を設置し，約 3年間のデータにより時刻印jc!)降山出視平をよめたし

(ii)その出現型から，対流雨は 1~3月， 1 0~1 1月に卓越し，モンフーン由は 5~8月 (M点を

除く）， 1 2月に卓越した。

(iii)4月， 9月は両型の交替期と考えられた。

-6-
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9函

はじめ

＇ で、古；.: 店嗅を八"'・01仕も』芸な気似起囚

f
:
 

;ぐ・
j才`

臼
皿

'
）
5
 

、-で` そ Cf)H直夏観贔］を

・
9
<
]
 

寸
が

~~ t
 

・
~
、キ

ふ

~99 

鱈り：Iき；

さ ,~,k, ス ］

r
芋
9
t
 

~
 

、、
T
9
,
f
'
 

＼
，
 ,r, ＇ 

,
9
 

i
d
 

発計両；ても］して~じ翌、、tst青罰芯~捉位ず Z、と苫えられるからである。

1) 最高冬

11 J 

バイメタル目は心且度計を P, B, M.i・1ミの白羹箱内で期I.l 5 0cm の位［置に設置 L, 最⑰ • 最凰混

度計とともに観刷したC i'.J ci亡紐の叫録そプラニメーターによって 3~ 5 [11]読収り； し］

出した

(21 結集と号察

目i.:糾かう筍出し，ふ、 H

ことにすろ"仰jf直J)

3 .l咀点とも

汀f?、 ljヽ贔：こ州｛象づi,l't,i LるC

；』 ｛史'ffI., ii ik/;/~U闘と日最りt

タそ広＇、以集して氣晶の、地域的分礼

そませて｛史えるかどうかは

;、)［見l係し令、； i'が，

板忍、））

た.;,、)ヒj
・芯＼慎且

悶忍r笈.Jtl:、こ=o) r斐甘系を

と日

N .  貞〈平此い値唸'

を第 n冬 7図に

しtニ

の直メ：！し-;j和

；こかか ・:,Tし＼る）

'~ オ｝嘔1豆打鼠度の影曹をともに受ける 群落外］）気品は

茂量と密接に罰！係するご［が知らオ，て~し''a.iQ 

より高くさ 日本

低卜(;_)状況をも併せ調介し t~,、これは(;;且じ(!_)

閲定

との差

と同様の傾向を示した

を算

伯”と吐ぶ

1962)" 

はM/、iて最も大きく， Ll 0℃を示し， B, p点でそれぞれ 0.8l℃ , 0.7 8℃ 

であ勺 f.:、
沃

こじ）］［じ）季的的霞心J!:tP_仇で最も大きく CS. D. ・・.,, 0ら24℃、 C.V. ・-3 (J8 0,3) , B ,1',i, て 0.20℃ 

2 4. 7望)- M占て 0I 7℃ 各 1 5.5免，てあぅだ。 元は一憎一般に 1月に最小で夜）） t.: C 

は そオ1.かい(I)平亡1嵐に近似するという1反定によって且Jしヽ られて 1,,るD 日変化川］料がsme

かcosine廿［紋 i::lえふ

sine i:, も斗；

豆）観氏:jでU>ゞィ、メタ

は。致するが，慣行イ直が真値より砂いことは， ll変化曲線が

ドで ことを意味する。＂

量 し＼ことかい

使用したが，校嘩のガフス水銀温度叶に比べると，！恣部

値が心や低＼，最低伯がやや仇く出やすし ・,o したが，')て， もしガ；ス温

S D. : t門潅叩竺, C. V・ ．変動係薮

1 4 --



度計を用し、だ日

(3) 

L
」 るならは，その差はもっと大き~ くなるであろう。

l I)バイメタル fJこ温度計い＇,し録をプラニメータで晶み取った日

（！！ 

上｝

ま＇、

め，地点間

最嶺
F
,
 

心
E

t
j
 

占
，
 

と`

謁べた。

より字には；〈， その差は M, B. P Cl)順に州者か人喜かった。

隼偏差と度動係数て比較した 変動の大き S は P·B• Mの順であった。

',,< , 

l 0 

0 5 

Mean 
I inc 

5゚

0

 

s

.

 

OsS 

5

0

5

 

量

；

・

1

1

0

 

Mean 
I ine 

6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 
~1912----」 '1973__  ___J  C 1974~--• 

Mean 
I I II e 

12 1 2 4 6 8 10 12 1 2 4 6 8 10 12 
~1972-一—←-~--1973---......;'1974' 

a. Perade皿ya,伽： 0. 78℃, S. D. :0.24℃, C. V. : 30. 8% 
b. Bathala月噂a,8m: 0.81℃, S. D : O. 20℃, G V : 24.7 % 
c. Maha - l!uppllama. 8rn: 1. 10℃, S. D : 0 17℃, C. V. : 155 96 

Fig. ・7 Seasonal variation of difference between tlE mean temperature (仇Ti)of daily maximum 
and daily minimum, and the dally mean temperature (80) measured by planimeter. 

2) 水稲群落内水，地温の垂直分布観測例

(1) 

3地点の水山に隣接した白鼠箱内にバイメタル f::l,」［囁i鼠度計を設置した。水由から 1.5 cm卜の水温

と咆晶（地表から 0, 5, 1 0, 2 0cm深）をプルドン管式隔測自出温度叶で測定した0 これらの目 ,le

紙から令玉日の飯凸• 最低晨度を読み収り，

一日射戸十によって測定した。

と日 めた。日射贔はモル・ゴルチンスキ

水桶（品種 :BG34-6)は 20X20cm間隔で， 1 9 7 5年5月28日に移柏した。菜面積は自動

笈伽積計によって訓定した。

(21 砧屎と

畠］の氣温，水／鼠，期温の日日の経過（最凸／贔度） Il• 8図に／いす。一餃に，品度の日

変化において晶度の l昇は気晶が蚊も早く，水／鼠・地表温がこれにつ京， 5• 1 0• 2 0cm深地温の

くなる。
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竹物り）

第,:::

す~゜

a. 

四］和ヤわて誡少:~, 根芦I

., て見 !fli 柏指数 (L•\l i か門肛するこ，以初卜分に~水[tl)に全iJ達 t.ダ~ てし 't:[]月丁か次

し）］恥「1分化に哀ft予りえる-その科［を第 II・9t月に不

豆）出[I、'j1;}1¥Cヽ）文1『,

しA、［力ゞ 小さしヽ り合『）） !(!]いこ（土， ；氏と Jt~..人 ilいの !I 附，こ熱により 9人・ J也（見い）応'r:\i閑度 U) 畢忙~！分（りは

熱fいを7Jミし， 水晶.J息応闘か::i<, ttじ中へ向かっ

やすしヽが，水品， 則人凸を越えることはなし＼。

して 1ヽ＼る。こし）l月期には氣温は一般に、変 I)

竹物がり長い しAIが 3.0 C日射・ぎ心ネ約 40 %)より培加すると，気1乱は水／鼠，」息；い鼠より

r; ・り（なる。そして， 1 0, 2 0 cm 地晶：；~ とぎとき 0, 5 cm 地晶を越える。こ uー）月期は，晶度0)直白

斗
{
}

，
 となる。水屈と 5cm深まてり）［！曽 は文熱刑を不し，

丁よ。しだかって， 5 cmi定のIi'りは卓白げ化い分岐!f'Jと考えらオlろ，)'『I物

ぴ絨少すると， 1居い断由は乏熱＇いにもとる

b, 最低温度の垂［自分布の変化

てヽ，

5 cm以lーでは放熱}いを

になり， LAI力叫

Ci)それとはとんと反対である。すなわち， 深い屈は

どI均い温度をポす。そして一般に気温ぱ;J(/鼠，地温より低かった。こ OJ分布は放熱刑と る。

栽培期間を通しての変化は飯仰1試度と比較して小さし＼。

C. 平均温度の垂直分布の変化

般閏，最低温度の変化じ）結呆として， 平均温度は使雑な 描し＼ナこ LAIが小さいとき，一般

に水温と地表温が高く，気温は低い。しAIが 3.0を越えるとこれらの五は小さくなり，変化もまた

小さくなった。

d. 日較差の垂l自分布の変化

LAIが3.0より小さいと，水温，地表／鼠の日較差は 10, 20cmのそれより大きかった。 LAIか

3. 0を越えると，順序は逆になっ fこすなわち，空氣＞水＞地表>5 cm> 1 0 cm> 2 0 cm>地品の

順であり， この傾向は最高温度のそれと同科てある。

！、［育期間を通しての温度の垂伯変化は―-_つの大ぎな娑因によって起こる。すなわち，一つは日射

―•一遮蔽関係であり，他の/つは屁夜の放射U)受熱，放熱て虎る。これらか気，水，地層の吊なる

群落内で温度の車伯分1りを形成する。群落外の氣点はかくして， LAIや群落内の水，地温， さらに

群落内気温とは相閃しない。

(3) 要約

Ii)最高温度の垂1自分布は LAI び 3.0より小さいとぎ受熱型を示し， 3. 0より大きいとき

（水~5 cm深）と放熱剛 (5~20cmi定） Ci) ilも合刑左示した。

(ii)最低1試度の車韮l分布ははとんど放熱叩て方））た。

(iii)最高，最低斗•’均1鼠度の荊l'1 分布は籾雑であった。

M温度日較差の車山分缶は最，i;J{試度の場合と類似した。

IVI群落外の気品は LAIや群洛円の気，水，地晶と相役］しない。

--1 6 --一
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3) 気温の標高による変化

(1) 万法
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12) 結果と
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飯低， とい閾係を第 ll• 1 0図にぷす。且帰式によれは，椋{;jl O Orn酋

最低気／鼠でそいぞれ 0,64, 0 5 4, 0,3 6℃ っており， れらc乃偉

は温鬱地J」で得られてしヽる｛直とほぼー蚊してしヽる c

y
こゞ3
 

c
 

'"''""''Pmsllm_ Ramboda. Ha清 <a-E111a

唸mmし '.1955,nJ>i1159mi・¥1895ml 

30 
.. 

x

a

 

9

f

 

u

m

u

5

 

f

叉
0
[

．
2

0

1

1

5

|＇

ー

，

．

m

l
H
f
l
l
Y
H
l
d
W
l
l
 
HIV 

y. 0.0101,-J4 
IヽOOm、o.... ,, 

Y• 0、00)8Hl8

1ヽ00mc0、'"''
｀ y. 0、0037"14 
し100m.036ゞCl

9'+l,' 

r̀
a 

。し．．．ー•一-

m 
---・------ヽ-----一------—-+X m 1000 ,m 2000 

ELEVATION 

Fig. Il・J 0 Maximum, minnnurn and mean ,ll「

temperature vdnation w1 th el e潤 t1011.

..  ・ 20 -



と
＇ 

,9r~” 

‘,' 
ふ
人

＼
 

;
¥
 

は妥 ~11 な伯

を利用して， 次

に

tぐ}

？
 

]
~
 

ば

U
i
1
'
 

キ
{

ー
~
'

囚難さなど i て~ 加［月 9 、'Cl'

オLiC.1'.Tして，

てい

閃

,＇ 
~+j 

ノ`

J

 

にH!月］する望）F:::kf適八

畠i.,りし日 i甘 cハ観測左nし＼，

これら Ul, 連い ii

術に直入す

1) 日 日照時数との関係

ー~ 

~
 

~
 

-'-

しf

止
身
9

i

ー
，
、ヽ

U

~
 

ヽ

••9 
9
9
 

~' 
c
/
3
 

仁
J

3
心

[
 

ヘ
~

ヘ
．

"~ 

n
 

'＼ 

デー

t

i

 

j
ー

仔や

冗

日射贔tCi)地域叫

を行｀~万

と-,

ヒ~＇，チ l'l 口i: 日月、t且t・,

直j/V/:c !1斤・())奸

,:'ハ'ミ

かてt:l:主る

i
l
 

`

A

 

)~ 
，
~
し
、ヽゞ

ょ

ス

凡、ん11嗽` 凸，や扉(0,1月度反応含等,.

t' 

;,,;、日
， くゞ¥{坦1,

か）く切

l)他い気名［要桑

かし， 日射デ

恨lj応の紐持心読み収り 1/)

あス -f:.:め，広く使用され

灯C.(i)データを使用しt.'.C 

(2) 結出と巧察

p /.i,iご才:o'Iナる I;, 十且且ゾ）合}fl()) 

もし，して虎る C 崎，＇内iI•~f :t l¥i 

Y C.  2 38 X + 1 8 5.4 -(さ］．）＇占と 'fI 

J,. ~ 

しヤ~） ハ, -). 屯,__、-

:3 , 4 . 7 , 8月力叶E'¥;〈, P 

II 

（）と見1),、かる<)

ii射によって,,已虚ど[

比べて

i' I 

る，＇こう; 人乳；右~覆し，！白達［］射左,'tj)二し

j_, j 
,_ l/ 

L, '.3、 リ〉日且t五十の比較観閲

ら！こ，

し

>ベル9 食ストー

ニ！

日射鼠と日 と(I)定量的

し`＼， スリラ

日身｝の成けて主る：(1達日射と

平節的分｛り<>W価し，その知見を

HJ抒｛五十T'贔じ心こし

l 9 7 3 iJ-

こ0)うちM

・-夕と P点の1975

第 Uを］］凶に小す。札i 0.8 3 2 

f門l,,i) 」\(t 〗 2 :38 X + l 8 5.2て：ぁ） fこ。 M/i、も o_7 9 7 C n•-••·2 7 6) , 

別（））地応、口D, 異なる:1次でい条古り、かー放したことは

る0 こv,l<lをみるこ，仙々い，(i,OJげら）会は人きく， /ii]帰式を用し 11'._ 一,りから他

粕度員よ~、'. /Jし¥J Fj別())相閃［月に (, ¥'(もnう］且て虎っだ。

月号IJい相l葵］｛糸数し）月疫化立みぇ：こ，第 u.i u、I「， j・ よ-",に， P長ては tO, l l月， M点では

炉;',,人乞 f、),-だぐこ())'ぃ囚け劇噂'}い）i凩罪しぅ相迎と

叶(t、1r'1,fH射

日月lはよ

<2 1 

日身,toJr,t!J力によって工、録され

州（身iし， U叫口「にii亡緑される。



羞
50

I
 

I
 

~
0

0
~

--
--

-
I
 

゜
゜

I
 

，
 

'
 o

 
I
 
゜

I
 

!
 

9
r

,
 

、

,... 
I

 

I
 

06
 

o
 
゜

m
 

35
0 

,-
....
... 

の，
。

.'
闘ー
・

Q
_
'

゜
1＇ ！

 ゚
。゚
．

 ¢！ 
0
.
 ゚

！゚〇
゜

I
 

~"'
 

"' 
N

 
c;
, 

-ぐ
25
0 

-=
 "' 

0,
::
 

'b" ー 云
cv

v~
シ
こ
•
。
ふ
ツ
・

0
 • 

U
 

゜

10
 

11 
？  

S
u
n
s
h
i
n
e
 

H
o
u
r
 

(h
ri
 d
ay
 J

 

Fi
g.
 

1
I•

 1
1
 

Co
rr
el
at
io
n 

b
e
t
w
e
e
n
 
so
lo
r 

ra
di
at
io
n 

a
n
d
 
s
u
n
s
h
i
n
e
 
h
o
u
r
s
 
i
n
 
19
75
. 



LO 

a
n
 
I
 

e
 
A
 

。べ8

6
 ゜

u
o
1
i
e
1
a
J
J
0
3
 0.4 

Pera oen1ya 

-----匹-Maha-illuppallama 
・-゚

um 
A
 

M 

Month 

A
 

ー

-
S。z

 

nu 

Fig. l! ・1 2 Monthly mean of correlation coefficient between 

solar radiation and duration of s mshine. 

y・~  
700'2  Calじm.ctay 

．．
 

．．
 
ジ・．

 
．
．
．
 /•9 ッ

／
 ．．

 J

・・
．．
 

600 600 

500 500 

ヽ

... ．． 

Y 361411!<186.8 
, r--09l6,n 119 

=
 

=
 
0

0

 

0

0

0

0

 

4

3

2

1

 

{
l
l
i
o
i
}
 e
1
p
e
M
 

p
r
n
o
 

0 ----~ 
2.0 

I 

40 6.0 

Sunshioe hours 

_____ 1__ ____  I _ X 

SD 10.0 12.D 

y
 

3
 

4nu r
 

ì 
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第 n袋]3図bは直達日射鼠と日 との関係をiJ、すもので，日附時数が 0となると日射量も 0

る。 a図は全天日射

あり，こ

fルなどの変化による。

?
6
 

キ
ー、と と日 の関係で， 日照時数が 0のとき約 185しal/

げ相当する。 b図の点のはらつきは，人陽高度，水蒸気量，エアロ

第 U咲 14図は第 I! • l 1図Ci)11 ! 凰時数各 l 内 値とそ())変動を 山地点

の相関係数・回帰式がほほ等しし'())で，平均伯~ もはほ等しい（） はP点v)方がM点より 2

6時間の間でやや大きく， も同様であった。向地点を合わせると， は 0~1時

間でやや大きく，それ以lこではあまり変化しない。したがって，変動係数は O~l時間が 40 %で

最も人きく f 日照時数の増大とともに一般に低くなっていく。

直逹日射と散乱日射との閉位にづいては次の実験で述べる。

？ 叫，'cm,day 

500 

450 

,‘
 

＇， 
‘' 

/
 

,
’
,
n
 

9
-
a
 

-
e
 

-
M
 

＇， 
r
 

ー‘

／り‘'，
ヽヽ

,”
 

，＇ 

,

＇

，

、

＇

0

0

 

n

u

r

3

 

4

3

 

300 

150 

u
o
二
E

゜150 

100 

,/、9、ヽ＇，、タ

— Maha.]l luppal Ima r 1973 

-----Peraaenry, , 1975: 

＇ 、4
', 。。

ー言
8

50・:: 

¥¥ /、',Coefficient of Variat,on :cv, ;: ~ 
又',._ 20~ 

..___. ン尺:-_;-47'・ヽ ・ w 

.:::::.~~10~ 
w a o 
"-' 

°、p、、
Standard Demtron, sb, , 

501 \if三::~~~;;$へ(::~
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

Su nsh In e Hour 

Fig. Il・14 Values of MEAN, C. V. and S. D. of solar radiation 

correspond to classified sunshine hour叶

~24~ 



(3) 要約

(II日附時数から日射量を推定するため， P点と M 1カ年実験を行った。

liil日別値

た。 しかしさ

ついて向者り）相関は闊く，

ら他方を推定する

(iii)日照各 1時

(ivm州時数，

2) 直達，散乱日射状態

(1) 方法

全大日射は，

日射量とその

向地点で年次が異なうたにもかかわらす回帰式は等しかっ

は艮くなし＼〇

，求めた。

日射量の変動は測界の測定原理と宜状態の相違による。

前心 0)ように 1自逹 I」射と散乱日射0く）和である。

陽の軌道をヘルト状板で遮蔽すると散乱日射が刷定でき，

日射計は全人日射を訓定するか，

から店逹日射が水められる。

人

この は全天日射をモル・ゴルチンスキー翌J日

した。測定は Peradeniyaで 19 7 5年 5月 28日，

移植日から栽培期間中継続したc

散乱日射を悶試屯試剛日射計て測定

二 つ の 品 種 CBG:'l4-6,BG90 2)の

(2) 結果と考察

測定期間中の日別日射成分の経過を第 IT• 1 5 図に不す。~)中には 2 品種の出柏期，収穫日及ひ

雨の有無が示して虎る。

この図をみると， 散,l;ク［日身れま生育期間を通して平均約 20 Oly/day (ly~~cal /cnl〉を示し， 15 0 

~ 2 6 0 ly/dayの範曲に名く分布しており，直逹日射は日日の変動が大きい c 向者の関係を図示す

ると、第 Il • 1 6図0)ように， 由逹日射 (I) と散乱日射 (D)が笠しい線， I= D lineより上で

はしDが閏<, D 日射は 25 0 ly/day以卜に減少し， I£1射が大きく， 全大日射が増大する。 I = 

D line以卜ては I/Dは小さくなり， 1日射は 25 0 ly/day以卜に減少し， D日射は 20 O~ 2 8 0 ly 

/dayとなる。 I日射か 30 ly/day以卜になると，

越えるとり/D は大きく，

D日射も減少する。

4 0 0 lyパlayより低いと

またG日射が 50 0 ly/dayを

Voは小さい。

向品種の杖培全期間の日射成分の平均値と変動を第 Il·1 表に，生l~期間と登熟期間の向成分が

1 : 1 より大きい塩介と小さい場合の出現割合を第 n• 2表に示す。

Table !TI・1 Statistical analysis of 

(cal/~』 /d.ay) during a 

G, I 

season 

and 

at 

D-rad1at1on 

Peradeniya. 

II G-radiationiI・--radiat1on :D-radiation f Sunshrne 

i~ ロニ□□□37L5 Cl00%)i 162B (44%)~ 

1~: こ!1 :~,-~% _J 

Hour 

4.8 

3.2 

47.8 

22.996 

―

-
l
-

65.5% 

5J 

3島2

63.5% 

-2 5 -



Table ll・2 Ratio of 

grow1 ng 

d ,reel 

period< 

and d 1 ff used radi at wn d ur rng 

---··---~ 

ベtimber
Period I 

＇ to heading, 

of 
<D  

61 (35) 

3 4 (2 8) 

Pere en tag已 I 

o f'I  >D  I 
days : rainy days i , I 

-・-.. ・・・・・・-・"・"-」,__ .,_,,_, __ ._,, 
57.4%1 27.996, 72.1兌

! 
8 2. 4 l 5. 2 

i 95 (、63) 3
 

公
56

 

8 4.8 

!D harv岱 tmg

81 (5 3) 

3 8 (2 O) 

119 (73) 

6 5. 4 

5 2. 6 

6 l. 3 

4

2

 

4

`

 

3
i
2
 

2
 

2
-

BG'.'34-も Headmgto han認 ting

, Total 

I Transplanting to hea::lmg 
I 

BG90--2 [ 

1 Total 
—•• --—ー→よ

¥・）

6
 

g5 
7
 

;:i 7.8 

7 7. 8 

6 2.2 

2 8. 0 ; 7 2. 0 
. . 

(i : .Nnrnber of rainy days 

第 ll ~ 1表をみると，

BG 9 O・2で 44%, 

人ぎしピ

栽培仝期間 U)f白逹日射と散乱日射の剖合はBG34-6で 42%と58急，

56生あり，散乱日射のりがやや多く， その変動は訂逹日射の方がはるかに

次に，泊達日射が散乱日射より多しヽ割介と少い割合は，第 Il・2表に示すように牛育時期や暦日

I," l-
iヽ .°' 文化しておい 1>DO場介が 20~3 096, I < Dか80~7090和度である。 その割合は

由日字と閲係しており， ［月日;:t,,が直し＼と l<DU)刈合が多くなっている，、

以!• (/Jように直逹日射OJ変動か大きし＼ことは大気状態の変化に対応しており， 作物の熱状態（菜

品など）や蒸発散に人きな影脚を及ほし， その生円］的反応に関係するであろう。大伍状態は①人［湯

仇度，

し＼

②水姐気量とエアロゾ｝レ，

では， 特に

度()〗凸

一般に，熱勾の稲作李節は僅既水が利用できる叫を除いて，

由間に贔培される竹物は，

逹日射，

によって表わされる c

ひし＼ては仝日射に

スリランカのように常に

る0

水を得るために位1刊季と一致する。

工不ルキーi位として出逹日射より散乱日射左より多く受けるたろう。

たがって，乾季・雨季栽培における牛育• 以贔の逢いを明らかにするには，

切確にすることが屯嬰である 3 この観測ては，

す妾的エネルギ‘―仇ドであることがわかった 0

べきである。

． 3 要約

Ii)Peraden iyaで，

測した。

iii)散乱日射の変動は小さく，

(iii)伯逹日射はエによって文動か大きく，

占めるようになる。

□逹・散乱日射状態を

散乱日射が雨季の作物生長にとって安定した，

このような観測は温鬱と閲叫つけて比較し，

1975'4ーに 2品柿の栽培期間に，直逹日射，

し

非[t1

散乱日射およひ全大日射を観

、ド均 20 0 ly/day程度であった。

全人日射が 50 Oly/dayを越えると，

検吋される

その 50 96以しを

(IVJ栽培期 ると散乱日射の割合がやや多かった。

--2 6-
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dir豆t, cl1ffusecl 出1el global rad1at10n 

) during a 

3) 日

I l I 

スリランカ旦） 0〉日射観訓に奸退］な詞匹卒達定するため，

I) モル・コルチンスキー加［］射計

II) ロビッチ自

日月『；；十（よ

上ー
!
J
r
,
o
 

一一、且7
 

ー

Ill) カン・ヘラニい栢9賃i「I射叶 (I加 L九'i')

Ii 

¥'-¢) 
こ

(2) 結果と

9

-ヽ
~>‘, 

t
 

）
 

、

/

~
~
-

、A

ニ

カ

ラ

き

心］旦}U)粕度

lSO』礼，i に設 iiりしだ C ただし~，

cultivation period. 

次の日射計の比較観測を行っ

(Ji'.! 

(o) と¢噂())

ガン・

:r1ift,ilにより，

1 9 7 5叶 6月20日から 10月l7 日まで行—) tヤ

モル・ゴルチンスキー剛日

c1じ）木甘位］が最も尺かった。

し，取扱し •O)

I型が使用に奸歳である

ヘラニ L刑はい上に設岡した。モル・ゴルチンスキー邸

,・, 
ロヒ）チ Ii叫叶い；、；已録はプフニメ タにより，叶噂！りした。

そ豆） !L'J 0)緯良 (cp) と太協亦緯

。'9,から I6° りまで変化した。

にして，各日射計と比軟した。

ロヒ／チ日射叶と Ci)相田も ,f;Jかっだが，

; ニ L叩いw且Hiこオしら Ci)rド11¥/o〕イ直をぷし］と

，
 

1

ー，
2h

'
 

、

1屯
，
 

’
 

L
)
 

ス3

そ とガン・ベ

点の散らはりかやや大

カン・ヘラニ積狩:u射計の

思われた。
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lll 19 7 3 < Peradeniya). 

察

この調行に用し＼だ

0)闘徴を把握する

；）ランカ 0)3地点の気似デ

,1: 名試みる。

タを日本の 3 と し， スリランカの気候

オ1ら({)則点 Ci)加畔的位直を 1、表に小す。
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地 点 緯度 紆度 考
~~ 

札 幌 N 43°031 : E 141°20' 日 本

束 示,. N 3 5°4 1' E 139u46' II 

四 児 島 N 3「34' E 130°33' 5 II II 

Maha -111 up pal I ama N 80 7 / E 8 0°2 8' l 3 8 " スリランカ

Kurunegala N 7°2 8 ! E 80°22' 1 2 2 I/ /I 

Peradernya N 7゚16' E 8 O'3 6' 488 植物粛 II 

1)気温

作物のLj長や収械か論議されるとき，常に考慮される第一の気候要囚は温度条件であろう。第Il.

2 1図は上，，已 6地点の月平均気温 U)什変化を比較したものである。一船に月半均気晶 15℃ は経済

的稲作を行うため〇〕低晶囚界と名えられる。月平均気晶 15℃を越える期間は札祝，束京，鹿児

訊てそれそれ， 4, 6 , 7カ月間である。日本のこれらの地点に比べてスリランカの 3地点は，年

を通じて 15℃ よりはるかに高し ・22℃ 以［の高温を保っており，温度に関する限り限定要因でな

く，年長に杓めて好都合である。

2)降水量

牛長に1附与する第 20)気似芸因は潅漑水源としての降水条件てある。各地点の降水贔の年変化を

比較してみると，第 II・22図に示すように，鹿児島が最も多く，

K 2,001mm, P 1,950mm, 末臥 1,503mm,札幌1,141mmの順とぢっており，年降水鼠の両国

の差はなし、。しかし，日本の降水は， l 5℃ 以lOJ期閤に名く分布してし＼るのに対し，年間を通し

1 5℃ 以上のスリランカでは降雨の季節による変化が人きく，栽培,,s能期間 (l5℃ 以上の月）の

半均降IミlJ量で比べると，第 Il・31くに小すように，口本OJ万がスリランカより 2倍伽後0)降i,H値と

なっている。降雨を貯水することなく』1ちに用水とする場合には，スリランカては降雨が栽培の限

定要因となる。

第 Il・3h 

地

札

束

鹿
1
亡リ

一

幌

京

島

lv1aha -I 11 up pall ama 

Kurunegala 

日本とスリランカの降山比較

(A) 

1, 1 4 1 mm 

1, 5 0 3 

2, 4 3 3 

1, 3 9 6 

2, 0 0 1 

栽坑,iJ能月数¥

p eradeniya 1, 9 5 0 i 1 2 
. .. . 

＊）月平均気温 I5℃以上OJ月数

-3 1 -

は鹿児晶 2,433mm , 

A/B 

2 8 5 mm/月

2 S 1 

3 4 8 

l l 6 

I 6 7 

l 6 3 



3) 日射

ある。 な日射鼠や日閲it長に閲与する第 3の気候要因は日射にl開倍する

時数あるし＼は可能［］限時竺，lりい可能日射強度は に与えられており，これを第 II・23図こ／］、

す。これらは岬論的に計算された値てあるけれども， 日射状罪Ci)特徴を［してし＼る。す畠

わち，スリラン＇力が位隧する 0°~l 0゚ の緯度閲ては， iiJ能日 可能日屈旺数が,iりし＼レベルで

年間の

ある。

さく，可能日照時数門り豆）日 通して日本よりも大きし＼か，

4) スリランカの気候の特徴

以上の各要素についての特徴をまとめると，次のように要約される。

i I) i試度条件は年を通じて作物リ）牛育に対し好都合である。

(iii 日射は閃富で虎り，年を通じて作物に利用できる、

(iii) 可能日射鼠可能日射時数の年変化が小さし'o

(IV) 快間時の日射強度が大きい。

(V) 作物の戎長を1訓限する叫、んの気候要因は降1打てある心

以上のような高湿，強日射}強風は強い蒸発散を起こすので，大水に頼る稲作では[j―うまでもな

く，潅漑稲作でも水の,fi汲さは，；崖調されすきることはt(し＼ こ()_)ように，

主な限定閃業気候賓隙である。

-32-

スリ万ンカにおける
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Fig. Il・2 3 Month! y pciss1 bl e solar radidtion and sunshine at specified 

latitudes. (Berliand 1962) 
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？ 

cm', sunshine hour 

9 10 11 12 

MONTH 

Fig. Il• 2 3 C. Monthly possible solar rad囮t1on如 poss1blP

duration of sunshine hour (Cal /cnVmur〉.

Ill 水稲生育に関する農業気象学的研究

1 蒸発抑制剤による水温改良効果

1) はじめに

Hydro-oxyethylenedocosa nolを上成分とする0.E. D. はナタネ油から作られた蒸発抑制

による水温上昇剤の一神てある。水面に施用すると，その分fは縦に廿んでOED膜を形成して水

面に展開し，水面格発を抑制する C OED股かよく展開されると羞発によるi替熱狙失を軽滅し，水

品を」昇して，牛育への低晶o_〉影聾を用釘咸する。

スリランカても砂地では，主として低水晶が水稲パ育を制限している場合が知られている。この

研究ては贔地地方であるPussellawa (椋的 96 6 m)とTaiawake! le 1,400m)の栽培条

件ドてOEDO.l効果を試験した。主た同廿廿に低地のPeradeniyaでも試験を行なったか，これは0

ED使用によって掛流しや止水かんかし 'I))均合より詞水晶が維持てきるなら，恙温悦品種を用いる

場合のり育促進に役立つ環境を竹り情るかも知れないと考えたからである。

この研究はC.A. R. lの Botany Division, Pussellawaの Rice Research Station , 

Talawakel le 豆） Tea Research Institute o→)陥力を得て行なわれた。

2)試験方法

処岬）」法は とも次())3種類である。

Ill OED施用。」「水。水深が絨ったら水を補給。

12) OED無施用。止水。水深が絨ったら水を補給。

-3 8-



31 OED臼th祖｝甘。 Lo崖］忙り～（う⑰）， （阿準区，I。

F- 忙筐，以穂まで似

f
f
}
 

よ
f

iX}tじ）と

つ し~ だび，おおむね 3日に 1度の施用と

験

L9ヘ}、
そ迂

---・-ー・- • ---・ 
----、-・~・-----

丁alawakelle Peraden1ya 

Yal a 1971 Ya! a 1975 

BG 3 4~-6 (31/2月品種＼

l m l 2 1 

ランクム 3反覆

2 0日苗， 3本柏

20X20crn (25株／詔

7 5 1 9 7 5 6 4 

水温測定は， Puse[ l awaとTalawakelle では通常のガラス を用し＼て測定した。

Pussel law aでは 811寺i::l 3時， Talawakelleでは 8, 12, 16時に副定した。温度計の感部に

ア）レミ 在いて直射日 き~，試験区中央の水［祖卜 2.5 cmの深さ 0)水中に 3分間浸し，温度を

註みとった。畦畔はネスミや力ニの害が多く， 中々困難であった。

Peradeniyaでは

置し， tr£日9時に読みとった。

庫肥，

3)結果と

中央の水tfliト2.5cmに？シェルターでカバーした最闊，最低水温計を設

除は， 3地域とも各地0)麿準によった。

11) Puss el law a 0)試験

(al l 9 7 1年 Yala oi 

())水温鍔忍ぷ記 m• 1図にホした。 7月から 8月LjiOJ頃まては， 8砂水1械， 13 U与水温

とも， OEDによる かllJJ瞭にみられだ。掛点し より 8時水温は 2,~3 ℃ , 1 3時水

烈は 3へ 7℃凸（乱に似たれた。これは杯体が小さい期間は水面に逹する 1白射光か多く，水If打丞発が

盛んなたさよ、），

こじ）ような

による昇晶が顕苫であったためと考えられる。 8月中旬以降は， l 3時水温

は糾し」・1凸主て他()ヽ．）区より凸温に経過したが， 8ll廿水晶はOED区，止水区が掛流し［メより低品の場

名なっだ。これは 1向区とも LL水り）ため，夜11月立）放」村冷且］か大きかっ・たことによるも 0)と考えら

れる。

よ
,
9
,
 

鼠に影製を打~えた。出釉期は， OED区は 10月 5日，止水区は10月
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り日，掛位には l0月ll日て

iま面 Ill・ I);: 

り， OED区は Ii'.水 り4日，掛iii,; lメ_J:、')6日廿i< /j—',t, ど；
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Table m 姿 ー
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ー

>
A
 ＼

 
and y1eid components 

Location: Pusゞellawa.

date 

Season: Yala , 

f
l
 。

han 

l 9 7 1. 

~,＇ 
、“
,'こr; r

 
r
 

c
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e
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1
9
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p
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・！a
 

s

>

 
e
 

ヽ

ャ
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＼
 

ted 

今1本に収量レヘルは低力ったが， OED区は掛（益し区より公信以上豆）以凪

合に顕著

(b) 

差がみられた。

l 9 7 J /7 2 Maha UJJ}¥{; 

間

晶に経過した⇔ こい傾向は

Iり］止し，湛水が良奸に保たれたためと考えられる。

がもっとも低く経過した。

この試験は，

(21 Talawakel leの試験

¢り水晶舒心を第 m• 3似］に小した。

次き，掛流し区がもっとも低温てあった。

ムよ
~
 がはとんどみられなかった。

． 3 

、r
ヽズ、不

ill・2図に示した。 l 3時水晶はOEDが加も高く，掛砂fし区が最も低

［まで続しヽ た。 これ 期間叶I

8時水温は，

Peradeniyaの試験

じ）齢心;j, 最低水{t;{.,の経過を第 m• 4図に小した。前

小し~ だ，、柁数と

が続し＼たのと，畦畔訓水

おおむね

1 6時の水麻も同様(})紆過を小し，

稲の1育はきわめて不艮で，収穫期の籾はほとんと令部ふ稔てあった。

L
J
 

し区が凸<'」L水！メ

これは晴大が続き，止水区は夜椙］の冷却が大きかうたためと考えられる 0

による被害が大きく，収量や収量構成要桑の調査はできなかった。

1 2時水温はOED区が最も高く， 止水区がこれに

こ0.)傾向は化．

まて続いた。これは柏の生育が悲く，稲体による水rf:iの遮へし＼か少なかったためと考えられる。

,OED 

8
 

は稲体による水印遮へし＼の少なし

第 l1J・2).;_,以穫物調杏結果を第 Ill·31~にふした。開花はOED区が最も早く，

Table lll・2 Flowering record 

に，より水湿を凸めることが知られだ。

(Variety:BG 34--6' 

次いで

0) 

心録を

区，

Location: Peradeniya, 

ng 5096flowen ng 

Aug., 5th 

Free Flow 

July, 30th Aug., 8th 

July , 31st 0th 
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Table⇔ m• 3 components 

1 9 7 5 

Yield and yieid 

at Peracleniyaさ＼冨la

date per m2 of O,E.D experiment 

variety: [3(; 34--ti; 

---- ---------―----------- ---- - - - - --—----- ------- --- --
¥umber :ゞrnnber of・¥umber of 兌 of'.Wt_ of 
of• Spikelets ; Spikelets ; Ripen国, 1,000 

Pam直 '.lper P::;niclc per m" 
- ----- -------- - _,_ ------

0. E. D . 203 i 105'21,:385 
i——---------—- ----------------- - " --- - - ----'-----------—---

t! 196'95  -18495 
, -------- ---------- -— -c--- —----- -—--------一- -----

FreeFlow 202 , 94 18,916 
← -- -- - - -- -- -ー-- - --- -、 -- -・・ --------

Plり{ 「al1 o 泊e!d

lら981 ;J63 
――← --―- --- - --、

i. りl8 7 389 
'-- -—·、-----： 

7 G.7• 2 6 5 2 , 1.41 I O i 380 
- - - - - - - -----

し区かもっ

斗 L
ミ，•"} ,_ 

も遅か-.,・た。 OED区(Jー）出柱切

3~<' 揖虚し区， it 水［メよ i,J'

扇月'u小さし o OED区a.,

それそれ 22吃，

L
又f

 

T
`

＇’ 

I_ [;{より 5!l旱力 lっ

1 9 9!? 名かバ

中位Ill,f直'.';り籾数い珀 IJ!!::ょ

3パこも 1叫いに以穫しだか， OED区は掛虚し区よ i)寅'Jl週町］旱〈収栂

•J. 
9、,
,; 

C) ii/. いはOEDrメか

には増以亨もたら

賣朽による ;j叶且欠O)[S力化，

4)要

低温

約

ア'
‘ 

/ 
ヽ Cう

C:,; れる。ずごオ） ,-)' 

でf-_'l―-ク---

3(I" 

9,-| 

贔を絨少しなし＼、地

促追

令」［水区と掛I紅し区(;J!i丈

" 7 ・"C, 
-・  ジ

VJo (!) 

ふらオI,

図iしH:'Jを均紐［し，

， i 

そU) 分・ーだ

の短珀が可能で虎る 3

OED使用には 2-1 Cり ＇きl

こ

じ） .t うぢ；~]月：］にわける丞

である。

立）！ぃ:[],:及：大］にな，-,てし）るい vJ Pusヽeilawaと丁a!av,;al・、ciI eて0E DO)水

点 i昇匁］果に-:)11; て，ぶ炉［した:C またPeradeniyaでは］合刷閂(!)知糾芦飢し＼ し ぷ験しだ。

: 11 ，水温!.昇効いご、し，＼すれC,)見』，長でも闊］められ，

で虎った。

1111 

(I[[! 

般にOED胞用によって出札鳴］か仄直古オf

Puss e Ila w a OJ 1 9 7 l T Ya I a UJ試験ては， ii(:けし'"":}レは低かっふ'..'/JI, 0 ED区は掛流し区

に比べて 207冤(/)顕苫な増以がみられだ。

!IV! 

ベ；ご恨：川に立す

Peradeniyaても掛汽し区より増以 (12 2貧しだ（，これは l 札籾数及こ,:ljif立印柏~汀り籾数

U)W/1』によるしのて虎る。 OED!i位用により収穫期は約 lil詞間州幻る

:'1名fノ 乞',' トで

［かてきるとどえられたc

(VJ 叫域や平印に［いしてOED を．［！し：~ 使用 や

、ヤIし、しj
'
 

恨和iし）!jf『1;1__り;/; .. ,. 
1・t .. 喜ら V丞発に

よ2:,:J, IL『人を軽誡て宍る'.:1: 名えられt:。
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I awake I l e - l 9 71 , Ya la。

0. E. D 
STAGNANT 

n 氏" FREE FLOW 
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2
 

稲 時期と 量の関係

1) はじめに

か・-.1経済的な

するこ、［が必晏である。

を，ゴ『価するには，気鉗予仇とfr1⑰)11育 J[又＇社の「州係を明らか

にイ＼適ない候梵件卜で栽恥したり， 1い心を得ようとすることはイ＼

託済で なことで~ 虎乃う。氣候~1牛は 地域によって危化するから，尼域や季節によっ

て，まだ

ンカのような

晶nt,ごよ→ て， v';、)し＂ろな

こ の目的は，

;̀ 
？＼ こス。ぁぐ、

ふ
り

では水さえあれは i叶叶1(¥つても栽熔か可能てあり，

鼠じ）相迎を解明しておくことは，

してし‘る。ズリラ

節による

上有用と名える。

1,,(Cよって水枷CD収量構成要素や収贔がどいように

た地域や品神によってどれfけ異なるか左解fl)]し，収凧構成に 1附｛糸する

ることにある。

2)試験方法

し， ま

0)師類と，影聾の

スリランカ co:-t妻な を代表する， Peradeniya,Bathalagoda, Maha-llluppallarna 

の 3地 点で1m崖試験を行った 0 ::i地点0)概位は卜表0い重りてある。

地
_,-
六;¥

Peradeniya 

Bathalogoda 

Maha -111 u ppal 1 arria 

緯度
ヽ~ ~~~ 

7゚ 17'

7°43' 

8°07' 

(1) 1'丈用品柿： BG 34-8 (3カ月畠種）， BG3 4 6 (3し？月品柿）， IR262(31カ月

晶柾）， BG1 1-l l (4 品種）， Ml273(41/2月晶柿， ivlaha-llluppallamaたけ）

121 

(3 3.3株/m』)

(31 

(4) 

1 2 fl ,¥'i (、 3 を伯月 1、イI]の同一日に移f直。 1株 3本柏 lふmX 20cm 

: 3mXl Om=30m', 各品種。

：桐肥呈は各坦(;〕椋準鼠を用し＼た。 功！元豆）支剤散布は 10~1 5日毎に定期

的に行 0¥'必笈に応してさらに散布した。

柏まで約 1 カ月間，耕ゃし t~状態におし＼だ。

て 5 俯の ~HI場を使用し，各 !11\1 楊は 次の移

~' 

5

6

 

~
 

間： 1 9 7 1什 10月から 19 7 4年 7月まて紺月移柏を了［った。

：試験圃場に隣接して気製観測古、そ設置した。しかし，観礼叫塁機の準備か遅れ，

鳳則閲始は 19 7 2年 7月であった。

3)結果と考察

］嬢やそれに関連する条件は各期点とも類仰しており，水分条件＾， ネスミ， 烏，病害虫の害など

かり~合の隕定要囚でない (Maha-Ill up pal I ama ↓〗外は） 4人應，すなわち父候条件の:i'iたけが牛

台収笛に影翌する状想で試験を行った。各品種について 200株を収穫して，収量及ひ収贔構

--4 7 -



成要ふを晶介したが 改侃心労力 Ci)「防伍て，得られだFt.ぶ・テ～ータは以量と甲位:/:1 り桃数と半しI

l穂籾数てある。登執ふ含と 1000翠仏 ifiはい頼てきる紀累が得られな 7)';だ（）

試験期間い月 気1闘叡兄位:,ド日射崎降水贔じ）抒過は賃H 船 l8し/j, 第 ll・19ら10

おりて虎る。

(11 収量

移柏時期による以伍 J）迎いを第開. 5 図，第 m• 6図，第 lil・7図に にがした。

しヽ すれ().)地点でも， また， し＼ずれC)晶伸ても移柏期によって以扇が変化することが認められる。

3 -~5 月移柏と 11~1 2月移柏0)場介に収贔｝か名し，＼傾向かうかがえるか， 1 1~12 月につし＼ては，

あまりはっきりしなし＂。品桶や地点によって迎し＼かあるか， こ仇）ようナ［以廿101,f:加性は

らみてい1収韻を虎げる最心0)和柏峙期かあることそ物語ってしヽる。 じ）佼・riこなるにつれ，

に収鼠レヘルか低 Ii、イたか． これは気隻条件し）せし＼てはなく，同し [f!l]場て栽培を（、りかえしだため

しただめと若えられる(;

(2) ?jl_位印柏胄り柏数

移柏時期による単位印砧胄り穂数の迫,,,:1,:.第 Ill・8以I, 第 Ill• 9 図，第 m• 1 o図に不した。

PeradeniyaとBathalagodaでは以筐 よりも廿）］らかな王節付がみらわた。 と地点に

よって芯丁の違しヽがあるが， およそ l2~-, l月祝柏と 6~7月移杜仄） 2 -10〉ヒークがn忍められる。

(31 平均 l穂籾数

移植時期による 1柏籾数の迎し＼を，第 ill・l1区］，第 ill・12図，第 ill・13図に示した。

季節性は明瞭でない。

(4! 単位由］柏‘りり籾数

時期による単位面柏当り籾数0)迎し翌，第 ill• 14~. 第 ill• 1 5図，第 IU・16図にぷした(,

手節性はあまり明瞭てない。杷歎にみらわた季笥性は半均 1f. 恵籾数の変化によって，ある

料j~」: されたも 0)と考えられる。

移柏時期による収姐の変化を鮒llJjするには，各 につしヽてそれ される時期の氣

候条件との相仕関係予解析することが砂要である。この試験では登熟歩年 100 0杓小についてイ11

柏てきるテータが得られなか,,たCi)で，収畠及ひ柏数と籾数の変化の実態を示すにとどまった。

4)要約

スリランカ 0')~「要 を八N.する Peradeniya(Wet zone), Bathalagoda (Inter -

mediate zone) , Maha・Ill uppal lama (Dry zone) O) 3地点で移柏時期と収贔及び収贔

構成要J;との関保を解附するためにi甫I をn--)た。

Ii I l 9 7 1年 10月から 1974年7月まで，熟期の異なる 6品柚を毎月秒柏し， を謁査

した。使用品神はBG34-8,BG34-6, IR262, BGll 11. H4, IRSであるが， Maha、一

--4 8 -



llluppallamaではさらに MI2 7 3を加えた。

(ii! 試験圃島に抗して気蒙観測点を設け，気黍水・地晶， 日

迅，殻発届の観訓をイ『った。

日射量，降水量，湿度，）瓜

ltiil 収量及ひ叶1位面積当り穂数は，し、すれの地点， しヽ ずれC)品挿でも杯柏予笥による）i彗＼がみら

れ，畠種や地点によって杓干相迎するが年に 2つのピークがぷめられた。

itvl 半均 1穂籾数及 り籾数には， とくに移柏季節による迎いが認められ↑いかった。

iV) 登熟歩合， 1000粒重は，晶査が小完仝のため解析ができなかった。
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3 登熟に対する日射量の影響

1) はじめに

水扉以伍は 4'JU)以届構成笈'↓ミ，すない t)平位由内い月ヅ札数・半均 l柁籾数・笠 ・杜 ,f,UJ

柏てある。こいうち， 11り2者は出杜叫に戌記され，茫仇歩合と杓，r,は lこして出柁役に戌定される＾

登訊歩合と杓，~［は登訊訓閉 U)久喜<条件 U_) 影聾を ;:j iするか，柁数と111数区）影畏し無祝てきぢし 'oIも数

と籾数は の凡合成て得られる炭水11'.物ん•財える Sink v)容畠を吠めるもい）↑からである。

出柁後(})構成佐ぷ(})大きさを規占I]するもっとも｛要な は，光合成［）工不ルキー氾である

日射量である。こ J)研究の目的は，登 0)い射畠に対する又jい）品叶間凡， ならびに出忙甘りOJ

!))糾数区）影将を1紐叫することである，

2)試験方法

Peraden1yaズ:.¥!aha 1 9 7 2/7 3"卜と＼紅la1 9 7 3;, トに lriil を1Jった。

(1; Maha 1972/73 "lo)ぶ験

供試品神： BG 3 4 -6, l R 2 6 2 (31/2月晶種）， BGl 1・・・l 1 , H 4 , I R 8 (41/2月品柿）

移柏法： Water dapog青けい） 1 2日且！」を l5cmX2 0cm (3 J3株／而）

試験区印柏： 1.5 mX5.8 m 

処月は：出柏始め (59o叫也）の fl守期に遮）＇［半 0)異なる穴冷砂左，

設置しtこ処罪区は次の通りである。

標嘔区 無連九

Tllllメ

T(21区

門兄玲、く 5 5 96 

8 2兌

に移柏。

I 1 0 cmの凶さ ,-,,_ 

晶行法： 3日ことに 9机について，令部 I))柁を群落を乱さなし、ように柁くひから切収った。枕収

した籾は乾炒噂ドで 70℃, 3 日間屹媒し ,ff さ~ 名贔リ定した。』いじした巾さは 14%水分貪贔に換

りした。

施肥，恥害虫防除などは籾＇ よった。

121Yala1973什い

仇試晶種： Bじ34-6,BG34-8, 1R262, BGll-11. H4, IRS 

移柏法，試験区面積は印10)式験に同し

処刑怯：

梗準区 無遮）t

Tl区應□ 3 2兌

T 2 IX. ,, 5 5 9o 

T3区，， 82吃

謁査法：詞介サンプ）レは週に 1[ri]採収でその他())方広は甘りのぶ験と同し。

弛肥量は， 半位」fiifN"Jり籾数左増やすため柱‘信の倍量を施用した。
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1D75'1!Yala ::Peradcniya iこオ、；し ;:-, だ心!',':;「li,J:iよ,:、:fらり<':: .. ・, l以贔Jkこt/1/ii」1,¥ii I 

ロ数こ一口）し＼て[Iり1番い）ぢげと比八こだ。

り［ぷ'iii叶： Bじ34ーり (31/2flc'叫吋1)

叫＼崎11>く• l iぺ，'1i!,¥ 2)、'.3 m = (j m', 3 

見l±州心::'111ゾ＼砧訂'j9日i, ,1;、FUlil3骨芯糾l(~ 狂 /.~n !'i'! ゾ）打類しよ， (!) l 2 I凸 1.¥¥ate「 (」

(2)] 5 ii「i'i(.'/<1'!'!1¥;,) , 偽） 15111N (Coir duヽtt','riU, (4)2() il:'r¥ if,¥]), !5)2:i'i1'1'i ([い］），

｀゚H i'i: (j,,l) , (、1)3 りIi 1打 ( ;J< r'1i IU , (s,11!'1 打t( l buヽhel忍ere) " 11'1 tifi ( 2 11しいhcl,/acrc) , ヽ

,i,、↑f!()tJi (-j: /1',,fr』ijしIi五:) 0, ぶ5, 4 0 Li 豆)3 『t塁且、ヘ

f> (I';仁~: ¥Vater dapo旦 [';';"i し~ 免旦した団(!;アルミ鳳0) I に 3~-4Wii: ま苔， 千内にi古＇し＼て，

小 l:Lピ麦 ICtし｝ーノてりァ fヤ。亭 !''if~· 1:r又［円州）J) ,J'ii!: て「）る。 賢I;月［出そ U){!IU)i¥£!ドは忙直による'

Coir duヽt1'i'i/'i: ・・Coi r duヽt と I.,,,,}十ji;'て， 'i'; 人ぐ）＼さくし， tJ'ぢ凸な『｝だ

し•.t:'\il、 1白打打J-:Jタ1'1よ， u~、 3A.:f/[, 20 ><20cm (25尤1、/m") 。贋tUJ門， そ v)他 U)'1'〗」Tl土朽 i\f'.Iごよ

-f• 
''(」

3)結果と考察

/ 1.1 _/「f了［］ 11:: 

各区())Lf'.白日数ぞ第 Ill。25 LX]に小した))い，';:仁fi<D五！＼（こよ 0111/U数，i)立化は， 出杷直て II

数豆）文化か苫しし＼。出い士て H数(j:, iiり！番か 74 I、1rmて叫し Lご<, ;]'-'. i'i'! fしOJ3 0 ll l'i'1 /r: 4 8 I ➔ Ii けて贔

ti k,; かし＼。一臼に出机主一Cil数U:, 第 m• ;2 6区Iu)よう iC, わけ、］げ 尼〈と］月:tJ;れii及；力i杞る。

『i'r1(II 数かにし＼ど介 1':'」か！八え c~t1. るはと ii¥柁まてし］数か知やりされ， 11111い）虹数か 1瓜九りすとおよそ 4

IJ(;;: と),,jt11ご［される。

,,,'ii 111屯心～ i/,Jは， 般 IC仇J喜条門による追し＼か1j,ご:¥、 3S Li <らし．＇とさオ［て［＼るこし力し， こ

豆J式翡奥て；t 3 5 i ! てit)、'}jいずき， ,1 0 11り汀旦恥］以性lいと名iられだ

lj -」〈麗主てu>'1~1 I「lI I数しL 1i'IJ吝か 1l 41 I Wlて叫し l<<, 沢凸1しUl:JO i lいか 78 

, i nu て贔も k) か〈， 1J1 名 UJ/it36il て応，~）だ -~~11Ti i I数し，第 Ill・27 l月())よ，＇） :・:, 柏付ll.'10)1及

，；？ピ kl!斐j;り、こ的り， 羹介り）l、こ怜'.¥ l','1 ｛；と，パ~百 日 数f小）州さ iLる

! 2 ) 以］ ！［ 一ダ¥i i 1 f fii' 「I 〔じqu i v al e n l y i e l d / d ay ) 

と・{:1:'し月青矛i,入咋；氾 Ill・ 11 }dごバ、―j―゚ べ又バii ; 3 1 l 1¥.9 1✓,'っ 4 9 3 I,, IJJ範［｝甘て虔l , うたカ,;, ; りIll零 2 8 

l'>:icn よう I~:, 、おJ;Jニオ,11『『 Ii数v)J、こ； i-~. lェ似JI、Jtこ'1Hi; i !!; 力;J< ,,'J;)合llこ以州，/Jどし)jq) jli]力＼みら

;j: tこ： ![又州f;',';成娑J・cみる，し；， こオ］｛よ 1 こして rn''•l'i りザ数べ〗↓数 u)):I' 」’る：ーI U)とどえらオ1.,60 

；ドある[、 :c'.:ii也いl[JvJ illl力ら水firUJ 1) 11(;'.)Fそ苫；るこ，い地vlfi均「I{I: し］い!]v)! I !J叶州 (.I〈りf
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／外育巳数）が，効令としてぢえられろ。そいら 0)/直は第 Ill・14 f< i: ―了：し

求閏代Ci)3 0日団が最t少信、'.I □番の収量が最も多・し＼芦 r:i」者の牛合口数i'.ー：大き

， 日生乳性をみるとど -i:)らもはほ同し伯である。

こい）試験てはど令閏 (JOfl打) ることによっ

7
3
 

しI数ぐu':l蓄

-、,ゎ
（し~；叶又

ーヽ
~' 

1
,
 

Ii句府『

寸することかできだ。ご (J)3 6日は， かんかし、 JJ<.り~）加約になるはかりて↑; く：， 他いfr1!11'¥1'')い））；叫和j

用月1間に行効に和］用するてこかて食るてあろ入。こ 0)試翡畠ては哀令凸U)収麟は少；か t~ か，

は株 単位印柏辛りい素は数確保か少なかったためてある。胄［質左宜［オるここ 翌

し，培肥などの改善をはかれは，

PeradeniyaU)気け吹卜で', 短期，『］

芍でも増収が可能であろ

を移柏する［仏で，↓「1J喜亡育 i-l欧 80 ii f11fヽ！て 500

g //m" 以上の収畠を褐るため

以贔をm八りり柏数，

r 
プ食 としては，次U)よう以！直が考え↓こ；!, , 心),0 

If灼籾数，登熟．歩合， 100 0ポ{i,f;u)利；として表わすと i

30M:xssもCX 0. 7 5 X 2 7.5 X 1 0-1 =二 51 

れ

これは面積当り移柏株

4)要 約

短期品種な1舌用することによって， 可能なかきり水稲 Cl)[,fl! 場山化期間を知縮し， iJ〈やUiじ旦とill-}

し，凸質のi匂上をはなるなどによって夷坦することびで含

られた資源を角砂利用することを検詞した。

Ii l 直播及ひ苗令の異なる伯を移柏し， した結果，圃場古有日数 日数）はど令佑を用

いるはど短縮することか知られた。これは上として移柏～出柏期間の知縮によるも(/〉てある。

!iii I甫］場占有日数が最も短かかった 0)は， この試験の最と令伯てある水『代 30日出の坦合ご 78

日，最も f~ーかったのは旧播の 11 4日で， その差は 36日であった。 36日の短縮はかんかし '1)<Gり節

約やその後の．［地利Ji]に有息義と考えられた。

(1111 収菫はl甫［楊占仔日数にほほ比例し，直播が 493g/mふで最も多く，水苗代 30日佑は '.HiOg

/n仔で飯も少なかった。水州代 30日胄］の低収は車位面柏当り林数ふ足が原因てあり，林数を

することで増収が可能と考えられた。

IIV) 日牛月悦（収量／圃場山有日数）は［百播と水川代 30日間は， ほぼ同程度であった0

IV) Peradeniyaにおし＼て，短期品神と泌‘ーりな技術を用いることによって， [1! 胆闊占有日数 80 EJ 

以内で 50 0 g/m2 U)収量を得ることが可能と考えられた

7 総合考察

1) スリランカにおける農業気候資源の有効利用

スリランカでは温度と日射届は介間を通して悶富な気候資栢であるが，水が紐1午にとって人きな

阪定要囚となってしヽる。水稲生虹箪の増加いためには， 印位1f1i積当り収量の増人，耕地の拡贔耕

地0)周年利片］などが必要てあるが，水の但給が［として降i,f、]に依存してし＼るため，水の利用か制限

され，収贔増人や耕地の利用・拡人左困難にしている。こいことは，晶度や日附OJ四富な気似資源

~87-
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BG34~6 い 95 日 , BG 9 0~2 は l l 9日を笈してし，る。 BG9 0 -2 UJ収量はBG3 4-6 

:) 4 8 g /m2名いか，これは 24日多い圃場化0日数に1"1)ているとぢえるごとがてきる。

圃 ~s い試験で知られたよ•うに｝ 凸釘日数か'!;,)叉1,<なると一般に収贔は低卜するが，圃嵩tJ

白日数と収担及ひ木fli贔培1りlli¥Jc圃以占刊日数） l H叫り (j)ijげ箪を，；fすし！牛y『flt(収畠／叶恥闘占

介 ii数）い［斐］｛又は 第 !IT・29図いよ。ーー）に};_オ）される o !IT -5 OJ, 式除のBG9 0-2しリ収量は780g

/m2て虎るか， f i 111庁付は 655g/m'•day (['月の（かに灼し, BG 3 4 --6は収星は少汀し、か， 日

}「月日としては 7,7 lg /m2番 day 1 [:x]o)①）をあけてし＼る。このごどは，水や耕尼(!)利用効ぷか

らみると BG34--6いりかt〈オIてし＼るとみるべぎてあろう 0 また，，先に向したように短期品柿の老

令侑を移柏し， 80日以門て 500 g/m2の収鼠をあげるこ 2:ができる言らif. そ0） 日小 6。25

g /,n2・dayて図中に（J）てぷさわる c /cf)し収量を 1白播て胄ようとすると，およて 105日を要し，

fl 1i'!J( 汀＜されるように 4.76 g /m2・ す合ない。直播で花令iりと同じ日生）定

をもつには国）て示されるように， 1 0 ,5日て的 sso g /mり）収量をあけぢけれはぢらはt\こと~ が

わ力る。妾するに， ［］生げ し＼ことは，い］し収贔をあける U)に油1恥占白日数かJジtxくてすむこ

とを心仄している。つまり，短期間 よし,lj肖を行うことになり， ;kなど限江：されt:C;;d閏負

椋 やl地 0)ff効な利川砧と忍えられる。こ 0)よう汀観戸、から，種々 条化卜し')日化陀件を叶価

し， もっとも効史的な品柿や を見出すことか此文氣低 用にと)て人切で況る。

IV 結 五
口

iltl
日

スリフンカて0)5什間の実験・晶令を孔りして，熱間の1月々は枠めて四富な 持って

し＼るか，その制限要囚は水てあることを痛切に虜した。もし，水0)付効利用をはかることがてきれ

ば， 人類はまだ多く 0)食東姑を得ることは可能であろう。そいためには， 冶日」冶水をはかることはい

うまでもなし＼か，熱開の気似を I・分に利用しうる品師の選抜や栽培方法な貪む営閏システムの検，J

が必娑てある。それを逹成するためには， 次の'J,項の実椛や研究かちえられる c

Ii I 農文に利用しうる，きめCり細かし、気仰、[XU)設定のための

(¥I) 水 fi/iOJlj合・収蟻予測並ひに 1替在~Jcµ『力，い¥l1lliいため())

(Iii) 水のh効利用にかかわる短期心］種0)水刊川に校1する栽培研’丸

l1v) 水())利用効＂中からする短期品種 0)育柿吋固

lvl 土壌肥沃度の保打に閲する栽培学的研究

網尻怠化

の研究

終りに汀って，咽者は

指摘しておきたし 'o

の分野がスリ）ンカ())閃菜生／崖に対して油すべき実際的役割を

(i) /; 工人気似臼加の定贔的昨価を行い，地域の特徴を附確にすること 0 このためには，連続した

正確な気絞テータの観測・収集が必要である。そのさい，熱収支• 水収文に特別の（主意を払うべき
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である 0

l 11! そし噂＼［且， 気

，
 

i
 

i
 

~
 

-
9ぐ

,I 

に迅合する →ヽ 叶ゞ "l&坊' illlJ1分（））髯i足冒、:'!H・人（「：；:: --:i l'て， 改：賃

されよう 0

1.llli こいよ三に， iよ！悶翌H支iりにii'lJ妾凸りするこビ（よ1J)f; し‘、 I)t) V , 1支什:r翌1足

（、パ「リに指針左りえ，らょ｛政資ii口（り効名化左itかる,{i,て）＼、さ <'.,4fりしうるしし 、C cfJ'こ)C 
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rainfall oc 

2. Tempera 

(1) Di 
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ciistribution. 

er, occurred in the afternoon. This 

was no special d 

South-West and North-且astmonsoons. エn

the South West-monsoon 
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conventional meant 

The conventional mean was higher 

mean at: all cations Whole !foan 

di e s were Maha-I 

At Bat st identical. 

The seas ion was the st 

lowe at 

(2) Example ave ical t profile in a rice 

field. 

↑ he verti e f t is almost 

of a 11Rad ion" type, temperatures of deeper 

layers of so are those of the soil surface, 

water aュ．r. In case of meqn t ， the ern 

is more complicated as a re t of variations in maximum 

and minimum teI:lperatures. When LAI is low, generally, 

the wa七erand soil surface temperature is higher and that 

of the air is lower, but when LAI increases, the difference 

becomes sI:laller. 

(3) Vari.a tion of air temperature at different elevations. 

At Pasyala (45m above sea level), Peradeniya (457m), 

Pussellawa (966m), Ramboda (1295m) and Nuwara-Eliya (1895m) 

which are located on the western e of island, daily 

air temperatures were recorded from June to December, 1974. 

The decrease in air tempera七urewith elevation for max:tmum, 

mean, minimum temperatures was 0.64°C , 0.54 C and 0. 万6°C/

100m respectively. 

3. Solar radiation studies 

(1) Correエationof solar 

hours. 

I'he correlation is s 
や

1+3 
r‘‘ 

9‘ ,
1
 

ion energy w1th sunshine 

very high and 

significant when these values are treated on a mass scale 
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in some 

peri 
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ike a 
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r万d

The 

ion 

｀ ions. 

a season 

. 
ions 

d 

was 

of 

iatlon was 

, direct and diffused 

ed out durtng a culti-vation period 

to September 24th, 1975魯 The

iation was万56.5ly/dayin which 

8.8lv/dav (42%) and diffused-radintion 

rad 

was 
袷

ion was 

(58%). C. V愈 ofdiffused-radiation during this 

against 90.0% of direct-radiation. Diffused-

st 

(3) Comparison of meaBurements with three types of apparatus 

measuring solar r'.1d.iat.ions. 

Comparison between肘lolJ:-Gorcz:ynskitype and Gunn-Bellani 

I-type showed the highest correlation and reliability. 

Comparison between刊Toll-Gorczynskiand Actinograph showed 

high correlation but scattering was noticeable. l'aking 

various aspect合 into consideration, the use of Gunn-Bellani 

I-type could be recornmended provided the m"ximu..'11 measurable 

value is 700 ly/day or more. 

4. Wind speed studies 

tern of wind speed was investigated for specified 

months in Peradeniya, Bathalagoda and Maha-Illu pallama. 

From the month of May to September when south-west monsoon 

prevails, the wind speed is high in all three locations. 

The wind prevailing during this season in詞aha-Illuppallama

is very dry, strong and heated. This phenomenon can be called 

"Foehn"・
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J心令 門odi

Performance 

of water t 

O.E.D., 

ION 

by use of O.E.J. 

, was tested 

ssing 

hill 

one of the limit 

The effect of O.E.D. 

sing water t 

low temp 

factors of paddy cult 

remarkable when the er s江 t"facewas exposed to d 

was 

ct 

sunshine. The correct use of 0総 E.D. in some areas and/or 

seasons might have good effect both on growth and yield 

ce. Furthermore, the loss of water by evaporation c 

be mitigated. 

2. I'ime of plan七ingexperiment;s. 

Att s were made 

growth and climatic conditions 

out ionships between 

field at three 

representative locations of major climatic zones, namely 

Peradeniya, Bathalagoda and Maha-Illuppallama. Planting 

of 6 vari.eties of different age groups was done almost 

every month from October 1971 through July 1974. Seasonal 

variations of yield and munber of panicle per unit area 

were observed in all varieties and location. There were 

七wopeaks in a year, although varietal and topographi 

differences could also be obs 

3. Influence of solar level on st-heading yield 

components. 

Cheese cloth with different shading ratios of ぅ翠，

55% and 82努 respectively, was installed above the plant 

canopy after the ini七iationof heading to supply different 

levels of solar energy. Influence of solar energy level 

on post-heading yield components varied with the quantity 

of solar energy and also with the number spikelets per 

unit area (per-heading components). 
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nursery seedlings, and the longest one was 114 days in case 

of direct sowing, the difference amounting to'36 days. 

Equivalent yield per day in the field (efficiency of 

production per day) was more or less the same in direct 

sowing and 30 day old nursery seedings. Therefore, the 

ち6days gained by using'30 day old seedlings enabled to 

save irrigation water, making it possible七ocultivate 

more crops on the same land, etc. Therefore it will be 

possible to obtain a yield of 500g/m2 within about 80 days 

from transplanting to harvesting at Peradeniya by using 

short month varieties of paddy and proper techniques. 
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Coil' dust苗代について

r . 
し Olfd日sl : ェコ

な¥/I 

残りロズ1

て墨る。

ルクぢどで虎る。ふ-1j〗，利用さわ

（ミはとんど'ti11'が， •H さで約 8

r
 

r
 ぅ＇

9
¥
 

J
 

,
K
 

？＇ 
＇ 

してれ11甘 I"・「力杞るとおしわれ t~, , (i]f完J,Water 

ー^『
は
i 胄iを什る Corr dust を利用してみたが，

すべ査糾月［い囮らが f~ り）て報古す

作り

木、3行 CJ、ご "-40cro, 府月 3CJ cm, i菜さ 7C出）な i眉麻、とし， Coir dust (pH, 654)と， Nuwara--

、̀9力a
 

r
 

¥‘ 
~
ー＾

 

t~{ 

｀
 

T
i
 

2
 

n
/
 

4281 

Fig. 1 M叫l(Xl of nu「sery

t:.f月 1を第 1区lしりように， つめた C

種

2 施肥量

箱当り施肥量はべり〉とおりてある。追肥は水に溶かし混合液を表面に均等に庄いた。

3. 播種と管理

伯床は播神0)2~·3 日計Hて I

1 so 0--1 so o粒

仙 考

L2 f OJピートソイ）レ/Cj屁合

播柿裕 l(}-12日(4.5菜闊

した 0 発牙種―rCW貞48時間， 2 4 11サ間）を箱当り

忙播ぎ, 2 ~ 3日11『i宇内におし＼だ。そ 0)後，換気のよし＼ヒニールハ

ウス内に 3'、4日閤お去，そ（りあと伯射日）t卜においた。 i::l:{i'」力立卜さし＼とぎは 2~, 3 Hの「間隔

で行い， 後には釦日行った, fr灯古虫防除槃剤は移柏廿り 2-~a 日に噴桝した。「打仇期間に特別の巽

柄害虫の発ljこ1よみられなかった。

4. 苗の生育

使用したBG3 4-6 柁準り~）

草丈 17.0~ 1 9.0 cm, 分けつ数 2.0,

は第 2図じ）とおりである。 t番種後 2O・ 日伯の平均値は，

5,3て虔））た，、
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6th leaf 

5th leaf -----—•-

―---------
3
c
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ら
{
3
、i

(Third tiller J 

~---- tiller) 

(: L~, 

。
10 15 20 2.5 Days 

DAY'S AFTER幻 WING

Fig. 2 Normal growth pattern of BG 34-6 raised on Cmr 

dust nursery . 

X X X 

Coir dustは良苗を作る伯代用土として有望であることがわかったが， Coir dust が土に比

べて有利な点は次のようなものである。

(l) 重さが軽いので作業や輸送が容易である。

12) 移柏時の苗収りがきわめて容易であり，根も傷つけない。

13) 根圏の水分および通気条件が好適で，生育が非常に良好である。

(4) 釦雑な土壌条件を消去または単純化できるため，気候条件と牛訂の閲係を解析するよらな試

験目的に適している。

pHやN 条件を苗の好適条件に合わせたさまさまの Coir dustフロ）クを1午っておけは，必

要なとぎに柿子を播き，潅水して育苗を簡易化することもriJ能であろう。
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